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子ども権利条例検討委員会（指導者部会）調査結果報告 

 
 今回、子どもの権利条例に関する調査として、学校を離れたところで、何らかの形で直接子

どもを指導している方々を対象に実施した。抽出に当たっては、活動の内容は特に選別の対象

とはしなかったが、一応組織的な体制の中で指導を継続しているもののみに限定した。 

 従って、できる限り多くの指導形態を狙ったものの、絶対数が少なく、この調査集計をも

って全体の傾向に及ぶような考察をすることは、若干の問題も感じられる。 

 しかし、毎日の活動そのものが子どもと直接関わっている方々の感想・意見として述べら

れているという意味で、信頼度が高いのではと思われる。 

 
調査対象 １２０名  回収 １１１名 （回収率９２．５％） 

 
調査回答    

  女性 男性 計 

２０歳代 7 4 11 
３０歳代 22 4 26 
４０歳代 33 13 46 
５０歳代 17 4 21 
６０歳以上 5 2 7 

計 84 27 111 

 
１. あなたは北広島市が｢子どもの権利条例｣を作ろうとしていることを知っていますか。 

知っている 知らない 

  女性 男性 計 女性 男性 計 

２０歳代 5 3 8 2 1 3 
３０歳代 11 2 13 11 2 13 
４０歳代 21 8 29 12 5 17 
５０歳代 15 1 16 2 3 5 
６０歳以上 4 1 5 1 1 2 

計 56 15 71 28 12 40 

【 考 察 】 

調査依頼時の説明があったので、それに基づいての回答とも考えられるが、概して、高い数値を示して

いる。現時点での調査結果としては、「予想された認知度」と言ったほかは、あまり大きな意味は持たない

ように思われる。 
 

２.あなたは、子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。 

  女性 男性 計 

①思う 29 10 39 
②思わない 36 13 49 
③わからない 17 4 21 
未記入 2   2 

 

男性24%

女性76%

10%

23%

42%

19%

6%  ２０歳代

 ３０歳代

 ４０歳代

 ５０歳代

 ６０歳以上

知っている 知らない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③わから

ない 15%

②思わな

い 48%

①思う

37%

①思う

35%

未記入

2%
③わから

ない 20%

②思わな

い　43%



 
- 2 - 

【 考 察 】 

視点の置き所によって大きく、偏ってくる可能性があるように思われる。 

自分達が、普段の活動によって子どもの生活の大きな部分の安全を担っているという実感があるので

はないか。とすれば、限定された校外活動の場にあっては、当然のことながら、安全へのかなりの庇護の

もとに配慮されているとも考えられる。 

しかし、同時に子どもを取り巻く環境全体についての実態は、大きくこの調査結果と乖離しているはず

であることを意識しない訳には行かない。 
 

３. あなたは、子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。 

  女性 男性 計 

①思う 40 16 56 
②思わない 15 1 16 
③わからない 26 10 36 
未記入 3   3 

【 考 察 】 

いわゆる自己肯定感を持っているかどうかを尋ねた問題であるが、男性の意識が女性よりもかなり楽観

的であることに驚かされる。 また、子どもの世界全体で見れば、とてもこのような高い数値はでてこないと

思われるが、これも限定された世界での子どもの可能性を伺わせることとして受け取れないか。 
 

４. 子どもたちに、休息は十分足りていると思いますか。 

  女性 男性 計 

①思う 27 12 39 
②思わない 39 9 48 
③わからない 16 6 22 
未記入 2   2 

【 考 察 】 

この設問についても男性は楽観的である。 

現代の子どもは生活様態の幅がかってないほど広がっていると言われる。その最も顕著なのは子ども

の夜更かしの黙認であり、これにより自動的に疲労回復の絶対時間が欠乏しているのが実態のようである。 

また、心身の疲労回復には良好な食事の確保が必須条件であると言われる中で、「朝食なし、昼は給食、

晩はおにぎり」という家庭が増えていると言われている。「食育」という言葉が深刻な家庭の状況に根ざし

て使われている時代背景を見逃せない。このことは、単なる健康維持上の問題ではなく、深い人権問題

が内包しているとも考えなければならないのではないだろうか。 
 

５. 子どもたちは、自分が思ったことや感じたことを自由に表現できる環境にあると思いますか。 

  女性 男性 計 

①思う 35 13 48 
②思わない 37 9 46 
③わからない 11 5 16 
未記入 1   1 

【 考 察 】 

学校(級)内での状況とは最も大きく差の出る設問であるように思われる。 
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つまり、片方は無意識集団に近く、片方は意識集団そのものであるからである。いわゆる同好の士とし

ての集団と学級集団とではその差が大きいのは当然であって、学級の方はこのようにはならないのではな

いだろうか。指導者の見方としては、このような結果が出たのであり、学校や学級集団ではそうはならない

ように思われる。条例の作成の段階での留意すべき事項である。 
 

６. 子どもたちは、悩み事などを気軽に相談できる環境にあると思いますか。 

  女性 男性 計 

①思う 29 10 39 
②思わない 31 13 44 
③わからない 23 4 27 
未記入 1   1 

【 考 察 】 

 活動内容そのものに関する相談以外のものについては、意外と心のつながりが弱いように感じられる。

しかし、スポーツ関係のクラブでは、親も一緒に活動の場にいることから、子と親との関係の中で解決して

しまうケースが多いようである。 
 

７. 子どもの権利の中で、特に大切だと思うことについて 
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【 考 察 】 

 ほぼ予想された結果となった。回答人数が少ないことから、実態と齟齬を来たしやすいことも考慮して複

数回答を求めたが、その割りに数値に差が出たのは、子どもの日常的な出来事・問題が少数の突出した

ものによって占められていることを示唆しているからだと思われる。 

内容的に特に注目したいのは、④⑦に高い数値が出たことで、言わば、個の尊厳意識の時代的な高ま

りを反映しているものとして受け止めたい。 
 

７－１. あなたは、この４つの権利を子どもに教えることについてどう思いますか。 

  女性 男性 計 

①よい 66 26 92 
②わるい    
③わからない 14 1 15 
未記入 4   4 

【 考 察 】 

 圧倒的な肯定論の中で「わからない」(女子 17％・男子 4％）が気になる。学者の説によれば、(1)(2)は

「自由権」として、(3)は「社会権」として、(4)は「参政権」として、全条文の思想を網羅していると見てよいと

いうことであり、子どもの権利全体を成立させる骨格として認識して行きたい。このことは、私達にとっても

最も重要な理論武装の根拠となる部分であると認識し、理解を深めるとともに一般市民への啓蒙に力を

置くべき点である。 
 

８. あなたは、子どもたちが活動場所までの行き帰りで安全が確保されていると思いますか。 

  女性 男性 計 

①ある程度確保
されている 45 18 63 
②あまり確保 
されていない 31 8 39 
③わからない 5 1 6 
未記入 3   3 

【 考 察 】 

 これも現状論の一つであり、状況を否定する数値が高く、問題を有する項目であると思われる。しかし、

一方では各地区に防犯協会や子どもを守る組織の立ち上げ・活動が見られ、巡視や見守り隊の活動など、

地域住民の組織的・自主的な活動がしだいに地域に浸透してきていることは、今後この項目の否定的な

意見にも理解されていくのではないかと思われる。 
 

９. 子どもたちを指導する中で、つい手をあげたことがありましたか。 

  女性 男性 計 

①ある 19 9 28 
②ない 63 18 81 
未記入 2   2 

【 考 察 】 

 この設問の文言から受けるイメージとして、「手をあげる」ということが、体罰として受け取られても仕方の

ない程度の状態として判断していると思われる。特にスポーツ関係の集団であれば、類似した行為という

のは比較的多くなるのは予想されないことではない。問題は、両者の人間関係がどの程度開放され、適

切な信頼関係を基盤としているかということであって、資料中、女性 23％・男性 33％という比率は、そのま
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ま多いとか少ないとかの判断は難しい。｢手を挙げる｣ことが、問答無用に排除されるべきものとする考えか

らは、密度の濃い指導者と子どもの関係を期待するのは難しくなってくる。設問の表現そのものについて、

その両極を配慮したもう少しきめ細かな検討を加え、表現すべきであった。 
 

10. 指導している集団内の親子関係で気になることがありますか。 

  女性 男性 計 

①ある 37 8 45 
②ない 19 12 31 
③わからない 25 7 32 
未記入 3   3 

【 考 察 】 

 「ある」と回答した意見は比率としては低いものであったが、内包する問題としては極めて重要であり、

次の設問と併せて重く見ていきたい。 また、今日声高に叫ばれている、親による子どもの放置、食育の

貧しさ、規範意識の低さなど、変質化、硬直化、希薄化した親子関係の実態について、指導者自身も情

報の入手によって、実態を正確に把握する必要性を感じる。 
 

10－1. 「ある」と答えた方にお聞きします。何が気になりますか。（自由記述） 

＜20 歳代：男性＞ 

・両親が離婚を考えている中での、不安定な帰省。 

・児童養護施設で勤務しているので、親子関係に問題があるのは当たり前であるため。 

＜40 歳代：男性＞ 

・過保護、過干渉 

＜50 歳代：男性＞ 

・親の威圧的なしつけを感じるときがある。 

＜60 歳代以上：男性＞ 

・共存、依存の関係 

・基本的生活習慣やしつけなど家庭でされていなく、集団行動をとれないことを、個性と履き違えている。ま

た過干渉、過保護、放任など極端になってきているのではないか。  

＜20 歳代：女性＞ 

・親子の間に必要だと思われるコミュニケーションが人それぞれ違い、それによって色々な問題が起きている

ように思えるが、それらに対して周囲が我慢せず、（陰では言う）になってしまう。 

・何でも見境なく買い与えること。子どもの実情を知らず、伝えるにも関係の面から配慮が必要で限界がある

こと。（親の思っている像とあまりにもかけ離れている） 

・子どもへの愛情表現の仕方が変であったり、どのように愛情を注いでいいか戸惑いを覚えている親がいる。 

・親がどの程度子どもに責任（意識的に）持っているのか。 

・子どもが親に言いたいことが言えない。 

＜30 歳代：女性＞ 

・無関心のように思われる。また、親は自分の都合で子どもを振り回したり、逆に親が決める事を子どもに任

せている所があり、子どもは本当の姿を見せず、我慢しているように思う。 

・親が子の言いなり。親が子への愛情表現が上手くできず、そのため、子も愛されている実感が薄い。 

・親と子の接する時間が短すぎる。 
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＜40 歳代：女性＞ 

・仕事が忙しいのは分かるが、もう少し子どもの話を聞いてあげたり、子どもといる時間を増やしてあげてほ

しい。 

・親子のゆったりとした時間が少ない。ここに「権利」などという言葉をふりかざして子育てを他人任せにする

など、方向を間違わないようにと願います。 

・父子家庭で十分な家庭教育がされていなかったり、清潔な衣服を着せてもらえなかったりしている状態で

あること。一人っ子で甘やかされて育っている状態。共働きでありながらパチンコに行っている母親がいる

子どもの寂しさ。 

・しつけなど厳しくしなければいけないことに適切な対応ができていない親がおり、甘すぎたり厳しすぎたりし

て、子どものためと思っていることが逆効果となっていることがある。 

・夫婦間の不和のために、他の子に対しても、暴力的になったり感情的になったりと、子どもの心がいつも不

安定である。子どもの言い分を認めすぎる。甘やかして、生活習慣や身辺自立ができない事が当たり前に

なっている。 

・親と子が一緒にいる時間がほとんどなかったり、野放し状態にしている。 

・親と子が同等の立場になってしまい、親としてのほこりや威厳がなくなってきている。その中でも人として大

事にしなければならない事、人を大切にする事を子どもは学べないでいる。 

・共働きという家庭が増え、なかなか子どもと対話する時間が持てないのでは？と気になります。習い事にし

ろ、学校の事にしろ、何かに付けて話をして、そのときに感じ取ったことをきちんと向き合って聞いてそして、

また話し合う、こういった大切な時間が減っているような気がしてなりません。 

・親は自分の子どもの外での行動をあまりにも知らなすぎる。家ではいい子なのでしょう。 

・自分の子どもが参加してる行事に関心がないように思う。 

・家族で過ごす時間が少ない。会話が少ない。 

・子育てに不安を持つ親がいる。 

＜50 歳代：女性＞ 

・親が子どもと一緒に（共に）子どもの目線になって感じようとしていないこと。共感を持つこと。例えば子ども

対象の催しに参加し（連れてくるのは良い）、一緒に楽しもうとする親の態度など。日常の親子の関係が不

十分なのでは・・・と考える親もいる。全てではない。 

・母親が（父親との接点無し）育児に不慣れだったり、知識に乏しいため、思い込みによる不安を抱えたり、

育児を放任した結果、情緒不安定の子、愛情不足の子と思える子ども達がいるように思う。子どもは本来、

両親、周囲の大人たちの大らかな愛情と環境の中で子どもらしく健康に育つべきと考えます。 

・子どもの気持ちが安定していない感じがする。（家庭内のトラブル等で） 

・親としての義務を果たしている人が少ない気がする。過保護か放任かで程々ということがあまりにも少数で

ある。 

・親が自分のことばかりを考え、少しも子どものことを考えずに行動している。  

・会話の時間の足りないところ。 

・友達関係の様な親子が多く見られるようになりました。基本的な事がきちんとしつけられていない子が増え

ています。 

・養護施設での生活ですから、親子関係が正常に働いていないことが多くあります。 

・実母の交際相手が暴力行為（虐待行為）をしないか不安を感じる。（どのような人物かわからない点） 

・見ているようで見ていない子どもの姿、子どもが本当に求めていることは何なのか。親の気遣いが必要。 

・十分にコミュニケーションがなされておらず、子どもの気持ちを支えることよりも指導が先に立つ。 

・ネグレクト、過干渉  

・親が子どもの話を聞いていない。（親は聴いていると思っていても、子どもは聴いてもらっていないと感じる） 

＜60 歳代以上：女性＞ 

・社会のルールをきちんと教えていない。 

・親子は友達ではない。 
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【 考 察 】 

 成長期を迎えた家庭の今日的な問題が見事に浮き出されている。問題を抱えてしまった子どもの親との

関係に遡るとき、必ずこれらのどれかに行き当たるからである。 

 もちろんこのことは、子育てのまずさとして親を追及することだけでは解決しない。広く学者や高齢の方

の意見を聞くことも勿論大切である。そして、最も大事なことは、子どもに保障されるべき諸権利の知識と

意識を子育ての知恵や愛情とマッチングさせていくことであるように思われる。 

 そのためには、直接指導者たちから得られた意見・観察というものを親が意識すべき要素として、可能な

限り、条例の中に明文化させることを心掛けたい。 

 

11. あなたが指導している集団の中で、子どもどうしの差別・暴力・いじめが起きていると思
いますか。 

  女性 男性 計 

①思う 28 6 34 
②思わない 36 20 56 
③わからない 17 1 18 
未記入 3   3 

【 考 察 】 

 男性の「思わない」の 74％は意外であった。現代の子どもの集団の中でこのようなことが有り得るのかと

いう疑問である。しかし、こうした見方は逆に一種の偏見であるかも知れない。小規模の意識集団の中で

は、一人一人が開放された状態に成長しているのかも知れない。 

 

12. あなたは指導する中で、子どもの意見や考えを聞く機会を設けていますか。 

  女性 男性 計 

①設けている 59 26 85 
②設けていない 17 1 18 
未記入 8   8 

【 考 察 】 

 子どもの意欲や自主性を高めるだけでなく、一人の人間として考えさせ、意見を表出させていることはさ

すがである。こういう地道な活動や姿勢が一人一人の子どもの意識に好ましい権利意識を育てて行くこと

になっていくのではなかろうか。 

 

13. あなたは子どもの権利について、どう思いますか。（自由記述） 

＜20 歳代：男性＞ 

・子どもが人間として生活していく中で、なくてはならないものであり、また守られなくてはならないことだと思う。 

＜30 歳代：男性＞ 

・大人も子どもも権利はありますが、有効又は円滑に主張できる環境ではないと思います。権利という言葉だけ

で善悪を決めて子どもを守るだけではなく、いろいろなコミュニケーションを取れる場や子ども達で判断でき

る生活集団の場をつくり、大人から子どもまで理解していけたら良いと思います。 

・子どもの権利については大変良いと思います。特に現代においては様々な問題が発生しており、大人が責

任をもって守っていかなければならないと思います。しかし、小子化だからといって、過剰な判断をもって接

しないことが大切だと思います。 

 

③わから

ない 4%

①思う

22%

②思わな

い 74%

未記入

 4%
③わから

ない 20% ①思う

33%

②思わな

い 43%

②設けて

いない 4%

①設けて

いる 96%

②設けて

いない

20%

未記入

10%

①設けて

いる 70%
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＜40 歳代：男性＞ 

・子ども達の権利はとても大事なことですが、人として色々な事を親や大人がしっかりと教えてあげる事も大切

だと思います。  

・ある程度のレールは引くべきであるが、条例という形にはめてしまうと気まづくなることもあると考える。本来子

どもが持っている可能性を十分に引き出せる大人が必要な時代ではないだろうか。 

・子どもの権利を味覚にして、社会の中でしっかり守っていく事は大切な事と思います。大人は、万が一身近

なところで、この権利が守られていない場合はそれを正す義務を負っていると思います。 

・子どもの権利を守るのは大人であり、その大人に余裕が少なすぎるように感じる。子どもの権利自体は矛盾

なく受け入れられるものですが、手を上げる際は少なからず冷静でない自分、興奮した感情が併っており、

生理的な反応をコントロールすることは難しい。冷静に「しかる」ことはなかなかできません。 

・子どもが積極的に思うことを主張できる環境があり、何でも「やってみよう！」と思う魅力ある社会作りが必要と

思う。 

・子どもたちは人間として育っていく条件が貧弱である。それなのに子どもの権利や自由を認めると、子どもが

わがままに育つ。そこから社会に反抗するなど、社会の秩序が乱れてしまうと思う。私は子どもの権利より社

会のルールを守らせるために、しつけなどの強制を強化すべきであると思う。 

＜50 歳代：男性＞ 

・私たちが指導している団体は、「子どもは主役」と意思の統一を図っている。（指導者と父母）つまり、子どもの

権利については、この条例を作る以前に、十分保護されている」と認識しています。ただ、今現在、学校現場

などで、子どもの人権が危険な状況になっていることは否めません。 

・子どもの親として、大人として、権利を定めることは賛成である。しかし、机上の上でお題目を唱えるだけでな

く子どもたちの目線に立った施策の実行を望みます。何年か後に、子どもたちの口から「４つの権利」がスム

ーズに発せられる事があれば、市の業績を称賛します。微力ながら協力いたします。( 50 歳代：男性) 

・権利は当然守られるべき事でありますが、義務も教える必要があります。 

＜60 歳代以上：男性＞ 

・健やかに育てられる権利を保障するための環境調整。一部の親に子どもを所有物と考えている親がいる。

（生かすも殺すも親の勝手）  

＜20 歳代：女性＞ 

・「権利」とはそもそも何であるかをまず大人が考え話し合い、関心を持たなくては子どものための権利をつくる

ことは難しく、かえって、子どものためにならなくなるような事もあるように思えます。もっと日常的に権利につ

いて考えていきたいと思います。 

・子ども同士の中で差別や嫌がらせから守ることにたびたび困難を感じる。子どもの権利を守るためには、設

備（建物）も整える必要があると思う。 

・職員が心身ともに健全で、子どもと接する時間を可能な限りとることが、子どもの権利を守っていくことにつな

がっていくと思う。  

・権利を子どもが知っていなければ行動に反映できないが、大人がその権利を知り理解する努力をしなけれ

ば、結局意味がないものだと思う。 

・なぜこの時期なのか。マニフェストだからってつくろうとするのは、説得力がないと思う。子どもに権利を教える

ことも大切だが、大人にも広めて行かないといけないと思う。つくることはとてもいい事だと思う。 

＜30 歳代：女性＞ 

・子どもにも意志や個性があり、大人が考えを押しつけたり、何事も決めてしまわないことが大事だと思う。子ど

もだから、大人だからという区別なく、一人の人としてお互いに相手を思いやる気持ちを持てたらいいなと考

えています。 
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・いいことだと思うが子どもが自分の都合のいいように解釈しないかがちょっと心配。 

・低学年のお子さんを対象としていますが、中々自分の意見を伝える事が難しいところではありますが、将来

の為に少しずつ身に付けてくれればと思います。自分の都合のいい様に権利を主張するようであってはい

けないので、大人も理解し伝えていけるようにしたい。 

・子どもたちを守ることに対しては、常に動いてほしいです。 

・未来の北広島を創って行く子ども達が、自分のふるさとを誇らしく語ることができるように、自分たちの権利が

十分に守られている環境で育つことができると実感できるような権利条約であって欲しいし、それを自ら実践

していると感じる事が大事だと思います。 

・親も子も社会も「権利」という意味をしっかりふまえて考えていくべきものだと思います。 

・子どもが安全に安心していくために必要な権利だと思うが、伝え方を間違えると何でも「自由」「権利」といっ

て横柄になってしまいがちになるので、伸張に伝えていくべきだと思う。子どもの権利は大切。 

・子どもの権利が実行できるように親、環境などが大事であって、子どもに教えるより親や社会に教えてほしい。 

・子どもは親の影響を受けやすく、傷つき悩むことがいろいろな場面であると思います。その上で、子どもの権

利が確立していることは、大変に良いことだと思います。これからも、よりよい権利のもとに、子どもたちがのび

のびと生活していけることを願っています。 

・生きるうえで最低限の事以外は必要ないと思っている。過保護にし過ぎないように気をつけ、社会に出たとき

くじけない程度に守ってあげたい。（それでは最低限とは・・・となると難しい。衣食住は当然のことだが、差別

やいじめ、学ぶことなどが思いつく。）  

・今回のアンケートはせっかく作成していただいたのに答えづらいものでした。○か×かで答える者が主なの

で微妙なニュアンスのものが答えられないと感じました。子どもの権利については、私が思うところは、親のし

つけの仕方が様々ありすぎるため○か×か考えつかないです。が、最近の親の考え方で、「自由」と「放任」、

「しつけ」と「体罰」を履き違えている親がいるのではないかと思うこと。マスコミ等もちょっとしたしつけを体罰

と騒ぎすぎる為、いけないことをしっかりとしかれない親が増えている。そのため、私からしたら放任と感じると

ころもある。十人十色はいいけれど、社会通念は十人十色ではいけない。一貫した考え方を教えてあげない

と子どもたちが迷ってしまうと思うのですが・・・。 

＜40 歳代：女性＞ 

・子どもの権利条約に定められていることは、子どもが当然与えられるべき権利であり、2 度とない子ども時代を

充実したものにするために私に出来ることは積極的にやっていきたいと思う。 

・子どもの権利を守ることは一番に大切なことと思います。でも、子どもを守り育てる立場の親が、経済的、精神

的に追いつめられた生活をしているとも思われます。親や、周囲の大人が健全でないと、子どもを健全に守

り育てるのは難しいのではないでしょうか。同時に、子どもの権利を守るのは難しいと思います。 

・現在、子どもが関わる事件事故が年々増加している中で、日々子ども達が安心して生活できるように大人が

守ってあげなければならない。「子どもの権利条例」をつくり、学校、家庭、地域が協力し、子どもたちの成長

を見守る必要があると思う。 

・「権利」という言葉があちらこちらでよく聞かれます。小子化で、親が働きやすくと子どもを預ける時間と場所が

増えています。本当の意味での「子どものため」を教えるとき、「家庭」の大切さをもっと親たちに考えてほしい

と思います。「権利」という言葉を本当の意味で理解できるような工夫をお願いしたいです。 

・子どもの権利を教える前に、親、祖父母、まわりの大人たちによって自分は生きていけるという、感謝の気持

ちを教えていかないと、権利ばかりを主張する子どもになってしまうのではないかと思う。子ども、一人一人の

人格は尊重されるべきであること、誰にも傷つける権利はないということは、強く訴えていきたい重要なことだ

と思う。 

・権利と自由を履き違え、自己中心的な子が多い。自分だけでなく、周りの者にも権利と自由があり、単なるわ

がままとを区別して理解させ、行動できるようになるのに困難を要する場合がある。 



 
- 10 - 

・権利条約の中で唱えられている内容とは程遠い環境にある子ども達がたくさんいます。どの子も同じように守

られるより豊かに生きる権利があることを子ども自身が知るべきだと思います。 

・子どもの権利は守られるべきだが、大人として子どもを導くことも必要。権利と義務をきちんと子どもに教えて

いくことも必要だと思います。また、子ども権利条例は子どもに関する全ての事に適応していく条例であると

学習しました。北広島で条例が作られ、作られたことで終わるのではなく、条例を有効に活用していただきた

いです。 

・ゆとり教育が失敗だったのでまた詰め込みにといったような政府の方針に振り回されないような未来を見据え

たそして、人間の権利がきちんと守られるような教育をするためにもこの子どもの権利を確立していかなけれ

ばならないと考えます。まだまだ点数で表した結果で子どもを評価することばかりが主となっている世の中で

す。ぜひ、この北広島の子ども達が色々な意味で大きな人間として育ってくれるようたくさんの話し合いをし

て行きたいと思います。 

・何でもかんでも意味も分からない子どもに権利というのはどうなのかなと思う。今の子どもは十分に権利を主

張しているのではないか？子どもの権利、子どもの主張といっていたら、親の威厳もなくなり子ども社会にな

ってしまう。 

・子ども達がすこやかに育つために、必要なことだと思う。 

・現在の社会の中で、子どもの権利がはっきりと示されるのはとても良いことだと思います。子どもへの周知の

ほかに、大人への周知をどのようにするかがとても難しいように感じられます。 

・とても内容は良い。ただし実際はいくら権利があっても、安心して生活できない、自分らしく生きられないなど、

それぞれ現実では守ってあげきれない部分が多くあると感じる。 

・健やかに豊かに育っていくために子どもの権利を条例として挙げていくことは素晴らしいことだと思います。

そのうえで、健全な大人として育ってもらうための体も重要なので、条例のなかに入れられないかと考える。  

・子ども自身の言動や行動の自由云々よりもまず、子どもも家庭も地域環境が著しく壊されている人が多いの

で、そのことに対する対策が急務である。 

・幼い子どもにとって親は、絶対的な存在だと思います。親は大人ですが、大人と言えど間違わない訳ではあ

りません。しかし、子どもは親が間違っていても（大きな間違いをしても）気がつかず従ってしまいます。そん

な時、周りの人間が助けられる町ならいいと思います。 

・子どもの権利やジェンダーなどの問題に対する意識というのは非常に個人差が大きく、大人になってから意

識改革をするのは難しいことだと思います。子どものうちから意識を高めるように、母親父親向け（乳幼児対

応）児童向け、青少年向けに分かりやすく具体的な小冊子などを作って配るようにするなど周知させてほし

いです。教育機関等子どもに強く影響を及ぼす方々には特に高い意識を求めます。 

・子どもが子どもらしく育つために、親が家族をしっかり作ることが必要だと思います。安心できる場所、相談で

きる人、その環境をつくって、子どもの権利を教える方がより理解できると私は思います。  

・家族の中で健康（特に食べること）を十分に気遣ってもらい案心して過ごせることが大切だと思います。学校

では学習に集中し、家庭は健康を育むそれぞれの役割が協力して子どもが大切にされていくことが理想だと

思います。 

＜50 歳代：女性＞ 

・例えば 2～3 歳の子が舗道やデパートで一人で歩いています。親は手をつなぐ事もせず「見守って」います。

親は子どもの自立を促していると思っています。本気でこれはよく見かける風景です。 

・子どもたち生き生きと、のびのびと、子どもらしく生活できる環境とは・・・子どもは、与えられた環境で育ってい

くのであるから社会が大人がその環境を整えてやらねばならないのに、それができていない。物に溢れては

いるが、豊かさは感じられず、北広島のように遊んでいる子がいない公園とか。今一番に何をやればいいの

か、その次には・・・と。手立てを示してほしい。子どもの権利条例が名文化・条例化されると可能なのか。形

式だけに終わらせないためにするべきことは・・  
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・若い親の人たちの中で、子どもが健全に育つような時間帯じゃなく、夜遅くまで飲食店やショッピングセンタ

ーに連れて行くことを当たり前、朝ごはん食べさせないのも、自分も食べないからという人もいます。子どもの

権利を親が奪っている人たちが多いと思います。一般の人より親も子どもをペットの様に自分の思い通りに

なるという考えの人たちから教えて行かないと・・と思います。 

・子どもの権利条約の中で、特に（3）「守られる権利」が守られていない現状が最近多いように思われます。な

ぜなのでしょうか。非常に気になります。 

・子どもは①暴力（力・言葉）や危険から守られる。②愛情に満ちた家庭環境で育つ。③生きていく知恵知識を

学ぶ環境を与えられる。④安心して夢や希望をもてる社会の中で育つ。権利があると思います。  

・どの子も安心して過ごすことができる環境をつくっていく。 

・子どもの権利条約は素晴らしいことであると思いますが、今日の環境の中で、どのくらい子どもが子どもらしく

生きていくことができないのかなと思うこと・・・。まず、大人たちの生きる姿勢をしっかり子どもの目に焼き付け

ることのできる行動をとらなければならない。 

・どの子にも最低限守られるべき権利が守られず、命まで奪われることもある現実に本当にどうしてやったらい

いか。悲しくなるばかりである。どこから手をつけてやったらいいか。それさえも分からない、目の前の子ども

たちは本当に親に相手にされず寂しがっていると思う。  

・当たり前のことですが、子ども達を大人が守って、行かなければいけないことと思います。 

・「子どもが健全に育つ環境」が当たり前ではなく、自分達の考えではない、社会集団の意識が当たり前のよう

になっている。現代社会に不安を感じます。子どもの権利はどうしたら守られるのでしょうか。 

・いつも大人が子どもの側をも代表する形で決定がされ、子どもの生の声を聴く機会が少ないのが現状。もっ

と自由に発信させてあげるチャンスいろいろの決議の前にあってほしい。 

・安心して暮らせる場を保障することが大人の務めだと考える。 

・作られた権利条例が実行されるよう、作った後の実際の運用とその評価、見直しをして行けるように考えてほ

しい。 

＜60 歳代以上：女性＞ 

・１８歳未満の全ての子どもに対しての 4 つの権利をこれからはもっともっと話し合って行って下さい。 

・日本の子どもの権利はきちんと守られていると思う。権利が守られていない例が報道されていますが、特殊な

例だと思います。権利と同時に義務もきちんと教えないと社会がますますおかしくなる。権利条例は特に制

定しなくてもよい。 

・守られる権利が最も大切と思われます。それには、生活環境、教育環境等、子どもと接する大人たちが気配

りを怠ってはいけないと思っています。 

・子どもの権利より先に親のあるべき姿が問題。親の生きる姿勢で子どもの生きる力を育みたい。子どもの権利

が叫ばれているが子どもの義務はどうするのか。（それが今の大人の姿である。） 

・4 つの権利は当然あるべきこと。しかし、第一に主体となるべき家庭で守られているだろうか？親が金儲けに

一日を費やし、子どもが放置され、金銭物質第一の生活を送っていないだろうか。基本的な家庭のあり方を

考え、実行しなければいけない。学校も同様だが、親がしっかりすれば隣近所を含め、社会も協調する。7 の

設問について、3 つまでしか選択できないですが、もっと多く選択できるようにするべきです。 

 

 


